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文 献

欧文抄録

第1章　 緒 論

Donaggio反 応陽性物質は,下 川氏1)に よ り尿ム

コ蛋白であることが発表 され,緒 方氏,望 月氏2) 3) 4)

等 によ り.血 漿α1,グ ロブ リン中に含まれ る事が研

究報告されている. Donaggio反 応 は疲労反応 と し

て産業疲労5) 6) 7) 8) 9),或 は スポーツ疲労10) 11) 12)の 研

究に用 いられて きたが,疲 労時には尿 中燐酸塩の増

加,尿PH値 の 減少及びナ トリウムイオ ン,カ リウ

ムイオン,塩 素 イオ ン等の変動が見 られ る.之 等低

分子の物質 も.又Donaggio反 応 に影響 を与へ るも

のと思われ るので疲労時に於け るDonaggio値 の変

動に対するこれ らの物質の影響につ いて研究す るこ

とは極 めて有意義な事であると考へ られ る.

著者 は以上の観点か ら正常人尿 に各種陽及 び陰 イ

オ ンを添加 した場合のDonaggio反 応 に及ぼす影響

について実験を行 つたので其の成績を ここに報告す

る.

第2章　 実 験 材 料

第1節　 尿

健 康人の尿を採取 し可急的新鮮 な も の を 使 用 し

た.

第2節　 メチ レン青(以 下M. B.と 略 記 す

る)

Merck製 の1:10,000溶 液 を使用 した.

第3節　 モ リブヂ ン酸 ア ンモ ン(以 下M. A.

と略 記す る)

片 山製 の4.0%溶 液 を使 用 した.

第4節　 NaCl, KCl, MgCl, Na2HPO4, Na2

5O4,

片 山製試薬特級の各種濃度液を調製 して,実 験 に

使用 した.

第3章　 実 験 方 法

尿Donaggio反 応 の術式は,佐 藤 氏 標 準 法 に 準

じて行つ た.即 ち倍数 稀釈 尿1.0ccに1:10,000

M. B.溶 液0.5ccを 加 え,さ らに4.0% M. A.溶

液 を0.5cc加 え,重 盪煎中に37℃1時 間浸漬 し,

爾 後24時 間 放置後1:60,000 M. B.溶 液 を基準 と

して点数を測定 した.塩 類 添加時 には所要濃度の液

を稀釈液 としてDonaggio標 準 法を行つた後に採 点

を行つた.各 種pH値 に 於 けるDonaggio値 の 変

化 の研究は緒方 氏 に よ るMethylen-blue増 加 法13)
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を用いた.

第4章　 実 験 成 績

第1節　 尿Donaggio反 応に及ぼす食塩濃度

の影響

第I表 に示す如 く食塩添加前の正常人尿のDona

ggio値 は8を 示すが,食 塩を1.0%の 割合に添加す

ると反応が減弱 し,以 後添加食塩濃度の増加にした

がつてDonaggio値 は減弱の傾向を示 し7.0%添

加時には2点 を示すにいたる.

第1表　 Donaggio反 応に及ぼす食塩濃度の影

響(標 準法)

健康人尿 中の食塩濃度は約0.3%で あ るのでDo

naggio値 に対 しては原液の反応 は多少低 く出 る傾

向があり疲労時に於 け る塩素体の尿中排泄量の減少

もDonaggio値 に多少の影響 を与へ るもの と推定 さ

れ る.

第2節　 尿D0naggio反 応 に及ぼす各種塩類

の影響

a) 陽 イオ ンの影響

第2表a)はNaCl, KCl, MgCl2,のDonaggio

反 応 に対する影響を調べた ものであつて,陰 イオン

を共通 の塩素 イオンと して,陽 イオンのDonaggio

反 応 を比較検討 した もの で あ り, KCl, MgCl2,の

モ ル濃度はNaClの1.0%, 5.0%, 10.0%液 と

等 しくなる様に補正 を行 つたものであつて, KClイ

オ ン, NaClイ オ ンは略等 しい が強い 抑制作用 を示

し, Mgイ オ ンはKイ オ ン, Naイ オ ンよ り強 い抑

制作用を示 したが, 2価 の イオ ンであ るか ら1価 の

イオンと直 接比 較 して結論を導 くことは困難 であ る

と思 われ る.

b) 陰 イ オ ンの影響

第2表　 Donaggio反 沁 に対す る各種塩類の影響

(NaCl 10.0%と 等 モル濃度液に よる

阻止反応系)

a) 陽 イ オ ンの影 響(標 準法)

b) 陰 イ オ ンの影 響(模 準法)

第2表b)はNaCl, Na2HPO4, Na2SO4,のDo

naggio反 応 を行つた もの であ る.即 ち陽 イオンで

あるNaイ オンを共 通 として陰 イオ ンの影響を調べ

る為 にNa2HPO4, Na2SO4を 食 塩(NaCl)10.0%

と等 モル濃 度液 としてDonaggio反 応 の検定を行つ

たものであつて蒸 溜水対照のDonaggio値 は8点 で

又NaCl 10.0%液 を 添加 した場 合は2点 を 示 した

が,脱 水芒硝(Na2SO4)10.0%等 モ ル 液,燐 酸ソ

ーダ10.0%等 モ ル液はいずれ も, 2点 を示 したが

阻止 作用は詳 しく比 較 す るとNaCl>Na2HPO4>

Na2SO4の 順 に強 く陽 イオンの場合と異なり, 2価

の イオンガ1価 の イオ ンより強い現象 は認められな

かつた.

第3節　 尿Donaggio反 応 に及ぼすpHの 影

響

Donaggio反 応 は尿M. B., M. A,を 加 へた反応

系であるがM. A.は 塩 類 であ り,こ れ を添加 する

と反応系のpH値 は変化を示 す.其 れ故,実 験に使

用 した尿に, M. A.を 加 え る事によつて生ずるPH

値 の変化を測定 した.そ の結果を第3表 の に示す.
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第3表　 各種水素 イオ ン濃度に於けるDonaggio反 応値

a) 尿pH値 及 びM. A.を 加 えた場合 のpH値(メ チ レン青増加法)

b) 尿pH値 とDonaggio反 応値 との関係(メ チレ ン青増加法)

実 際に尿Donaggio反 応 を用いて疲労の判定を行

う場合には,尿 自身のpH値 が問題 とな るの で 尿

のPA値 と尿Donaggio値 との関係 に つ いて検 定

を行つた.

その結果は第3表b)に 示 す如 く, pH 7.4～9.0

に於 いて尿Donaggio値 は最 も高い価 を示 し,つ い

で5.8～3.0, 10.0～11.0の 範 囲は弱陽性, 2.0以

下及び12.0以 上 は陰性 を示 した.其 れ故,疲 労によ

り尿が酸性に傾いた場合 には, Donaggio値 の 減少

が起 る可能性があ ると考へ られ る.

上述の実験には,倍 数稀 釈の各 々についてpH値

を合せ る事が煩雑 であ り,誤 差 も多い為 に緒方式に

よ るM. B.増 加法13)に よつてDonaggio値 を検定

した.

第5章　 考 按

Donaggio反 応 は尿 ムコ蛋 白に よる反応 である事

は,下 川氏1)緒 方 氏2) 3) 4)望 月氏等 によつて 報告 さ

れてい る所であ るが,著 者 は各種塩類 の尿Dnoaggio

反応 に及ぼす影響 について実験を行 ひ,尿Dongggio

反応 は各種塩類 によつて強 く影響を受 ける事を明 ら

かに した.食 塩 は健 康人尿 中に含有 され る程度の濃

度 ではDonaggio値 に 影響 を与へないようであ るが,

高 熱 作業 負荷 によつて汗 となつて蒸散す る場合 は尿

中の食塩濃度が低下す るので此 の結果 が 疲 労時の

Donaggio値 に影響 を与へ る事は 容易に考へ られ る

所である.そ の他Donaggio反 応 はKイ オ ン, Mg

イオ ン, PO4イ オ ン, SO4イ オ ンの高濃度 によつて

阻止 され る傾 向が ある.

疲 労時には血液が酸性 に傾 き従 つて尿 も酸性 に傾

くがpH値 が5.8以 下 を示 した場合 にはDonaggio

値 は減少す る傾 向がある の で 尿 中のpHを 常に 中

性 と してか らDonaggio反 応 を行 う必 要が あ る も

の と思 はれ る.床 のpH値 は又食餌によつて変化 を

示すのでDonaggio反 応 を行 う場合には正常人尿の

場合 にも,又pHを 中性 に保 つて 行 う事が望ま し

い.

第6章　 結 論

著者はDonaggio反 応 に対 す る各種塩類及び 尿

pHの 影響について研究 を行 ひ以下に示す如 き結果

を得 た.

1) 添加 食塩濃度1.0%の 場 合Donaggio値 は

1/2に 減 弱 し7.0%の 場 合1/4の 減少 を示 した .

2) 陽 イオ ンで は, Naイ オ ン, Kイ オ ン, Mg

イオ ン,が 阻止作用を示 した .

3) 陰 イ オンでは, Clイ オ ン, SO4イ オ ン, PO4

イオ ンが 阻止 作用を示 した.

4) 尿pH値 の7.4～9.0の 間 ではDonaggio反

応 は強陽性を又5.8～3.0及 び10.0～11.0の 間 に

おいては弱陽性 を2.0以 下12.0以 上 に於 ては陰性を

示 した.

稿 を終 るに当 り終 始御懇篤なる御指 導並びに御校

閲を賜わつた恩 師大 田原一祥 教授 に深謝の意を捧げ

ると共に御助 言を賜わつた緒方助 教授に謝意を捧げ

る.

(本 論文の要 旨は昭和34年6月20日 第5回 中国地

区公衆衛生学会に於て発 表 し た)
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Donaggio Reaction of Urine as the Method Determining Fatigue

Part 3. Effects of Various Salts and pH on Donaggio Reaction

By

Shohei Tanabe

Department of Public Health Okayama University Medical School

(Director: Prof. Kazuyoshi Ohtawara)

In the study on the effects of various salts and pH on Donaggio reaction the author 
obtained the following results.

1. In the case loaded with 1% table salt solution the Donaggio value is reduced to 
one half and in the case with 7% salt solution it is decreased to 1/4.

2. As for the effect of ions, Na+, K+, and Mg+ show an in hibitory action on the 
Donaggio reaction.

3. As for anions Cl-, SO-4 and PO-4 likewise show an inhibitory action on the reac
tion.

4. At pH between 7.4 and 9.0 the Donaggio reaction is strongly postivie while at pH 
between 5.8 and 3.0 or between 10.0 and 11.0 the reaction is weakly positive. However, at 

pH under 2.0 and over 12.0 it is negative.


